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  BCAO 関西支部 第６１回支部会議事録（20111207 確定版） 
 

１. 支部会概要 

（１）日時：２０１１年１１月１６日（水）１８：００～１８：４０ 

（２）場所：大阪ターミナルビル（株）会議室 

（３）座長：前田 良二   

（４）書記：柳父 行二 
 

（５）出席者：１５名（順不同、敬称略） 

角、川口、日下、前田、柳父、伊藤、大舘、紅谷、上田、佐竹、佐原、能任、速水、増穂、鷲山 
 

（６）議題： 1）BCAO 本部より 

事業継続主任管理者講習（11月 22 日～26 日）試験（27 日） 

事業継続准主任管理者講習（11 月 22 日～23 日）試験（27 日） 

事業継続初級管理者試験（12月 11 日）於 CIVI 北大阪研修センター 

           2）新規メンバー 

              北田氏（京大→大阪市水道局）、山下氏（奥村組） 

           3）今後の開催場所・話題 

              12 月は忘年会で決定済（藤村氏より連絡予定） 

              １月は人と防災未来センター（神戸）で調整（紅谷氏に依頼）、話題募集する 

              ２、３月の会場は福島氏に確認必要 

              廣本氏にタイの洪水について話題提供打診する（→川口氏） 

           4）話題提供① 

              自治体 ICT 危機管理セミナーに自治体 23、民間 59 社、130 名の参加があった 

              会場アンケートを実施したが、回答件数が少ないため、あくまで参考として以下に紹介する 

              BCP 未策定は自治体 44.4％、民間 30.2％ 

              未策定理由は、何から手をつければよいか分からないが自治体 5％、民間 17．2％ 

              予算なしは、自治体 30％、民間 13.8％、 

              ICTBCP マニュアル・訓練ありは、自治体 11.1％、民間 25.4％、 

              なくて不安は自治体 48.1％、民間 22.2％ 

              見直しの重点は、緊急システム優先順位 16.1％、復旧速度 14.7％、 

              ネットワークの安全性 10.8％、電力供給 10.4％、教育訓練 10％ 

           5）話題提供② 

              宮城県の調査で、自治体職員の食料確保の問題が浮かび上がった 

              スーパーとの契約がなく、一人分しか売ってもらえず、集めたものが国に収容されたこともあった 

              食堂業者を通じて一般職員の食料を確保した 

              非常用発電機の燃料不足は、軽油が A重油の代替になることを知っていたら改善できたはず 

              避難生活でも、１週間前に発注を集めるので、炊き出しでも過不足が出る 

              ガソリンは日本海側から当初ピストン輸送し、他地域からの携行缶供給もした 

 ガソリンは、大量に乗用車で運ぶことは法制定で想定していないが指導の対象 

 物流は、中小の会社が小回りがきいた 

カセットコンロはメーカーでボンベの仕様が違ったが、LP ガスは融通が利いたようだ 

 

 


